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補助事業名 2022年度 公設工業試験研究所等が主体的に取組む共同研究 補助事業 

補助事業者名 徳島県 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

機械金属関連産業の切削加工業において、切削加工中に発生する代表的な異常であ

る自励びびり振動を自動で検知し、その時の加工品の画像を作業責任者等に送付する

仕組み作りを行うこととする。具体的には、「簡単に入手可能」かつ「信号処理が容

易」な音信号に着目し、音信号の変化によりびびり振動を検知したうえで、その時の

加工品画像を撮影し、画像ファイルを自動送付するシステムの開発を目的とする。 

 

（２）実施内容 

  加工装置等が発する音信号を高速フーリエ変換して解析することにより、異常（びび

り振動を含む）を検知するとともに、その時の加工品画像をメール送付するAndroid OS

用アプリケーションを開発した。簡単に入手可能な正常音をベースとし、正常音以外を

検出した場合に異常と判断することでも十分な効果を得られることを確認した。  

次に、低価格を実現するためには、「使用デバイス数の低減」かつ「短時間で容易に

作成可能なプログラムによるシステム開発」が必要である。このため、これらの要素を

全て満たしているスマートフォン（以下、スマホ）を使用した。物理的な構成は、 

  ・集音・音解析・カメラ制御・画像撮影装置：スマホ 

  ・データ処理用パソコン：コンピュータ 

とし、スマホを複数用途で使用することでデバイス数の低減を実現している。 

２ 予想される事業実施効果 

  本アプリケーションの基本機能は音に反応してカメラ撮影・メール通知するものであり、

様々な分野への適用が期待できる。今後、切削加工業のみならず、他の業種への応用展開

が期待される。 

        

（ａ）システム動作状態     （ｂ）メール送信完了状態 

図１ 異音検知システムの動作状況 



３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

研究結果報告書   

(https://www.itc.pref.tokushima.jp/02_research/report/R4/2022_JKA.pdf) 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.itc.pref.tokushima.jp/02_research/report/R4/2022_JKA.pdf


（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

LED応用製品常設展示場におけるポスターの展示  

(https://www.itc.pref.tokushima.jp/06_result/result_R04/2022JKA.pdf) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県立工業技術センター技術支援ニュース No.333 

(https://www.itc.pref.tokushima.jp/08_news/news_333_230510.shtm) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.itc.pref.tokushima.jp/06_result/result_R04/2022JKA.pdf
https://www.itc.pref.tokushima.jp/08_news/news_333_230510.shtm


４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 徳島県立工業技術センター  

（トクシマケンリツコウギョウギジュツセンター） 

住  所： 〒770-8021 

徳島県徳島市雑賀町西開11-2 

代 表 者： 所長 粟田 栄治（アワタ エイジ） 

担当部署： 企画総務担当（キカクソウムタントウ） 

担当者名： 主任研究員 鎌倉 駿（カマクラ シュン） 

電話番号： 088－635－7901 

F  A  X： 088－669－4755 

E - m a i l： tokushimakougi@itc.pref.tokushima.jp 

U R L： https://www.itc.pref.tokushima.jp/ 

https://www.itc.pref.tokushima.jp/

